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第１章　新市のすがた

第
一
章

　新「一宮市」は、日本のほぼ中央に位置する愛知県の北西部にあり、濃尾平野のほ

ぼ中央、名古屋市と岐阜市の中間に位置し、木曽の清流と温和な気候、風土に恵ま

れた平坦地となっている。

　北東から、南西にかけては、延長約１８㎞にわたって木曽川に接している。

　東西方向の延長約１５．３㎞、南北方向の延長約１３．３㎞、面積は、１１３．９１挨の都市で

ある。

　市内には、名神高速道路及び

東海北陸自動車道のインターチ

ェンジが４か所あり、また、鉄

道においても、ＪＲ東海道本線

及び名鉄名古屋本線が市の中央

を南北に走るなど、市域内に

１８の駅を擁している。

　近年では、名古屋まで１０分

程度という交通至便の位置にあ

ることから、急速に名古屋の副

都心的役割を示してきている。

◆概略

　位　　置　（一宮市本町２丁目５番６号）

　　北緯　　３５度１８分１４秒

　　東経　　１３６度４８分８秒

　面　　積　　　　１１３．９１挨

　　一　宮　市　　８２．３９挨

　　尾　西　市　　２２．０１挨

　　木 曽 川 町　　　９．５１挨

１　新市の概要
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２　２市１町の歴史及び沿革

（１）　一宮市の歴史

　一宮市の市名は平安時代の初め、国司がその国の神社を参拝して回るときに最初

に出かける神社を「一の宮」といい、尾張の国の「一の宮」が真清田神社であったこ

とから、その門前町であるこの地域が、いつしか「いちのみや」と呼ばれるようにな

ったことに由来している。

　明治２２年に一色村と合併して一宮町となり、大正１０年９月１日市制施行によ

り、一宮市が誕生した。昭和１５年に葉栗村及び西成村と合併し、昭和３０年には

近隣８町村（丹陽村、浅井町、北方村、大和町、今伊勢町、奥町、萩原町、千秋村）と

合併した。

　一宮市は木曽の清流と豊かな濃尾平野に育まれ、伝統ある繊維のまちとして栄え、

世界最大規模のテキスタイル産地の中心として発展してきた。近年では、名神高速

道路、東海北陸自動車道など、国土の東西軸、南北軸の結節点という広域交流の優

位性を活かし、積極的な企業誘致による産業の複合化を進めるとともに、高次な都

市機能の集積を図るなど、愛知県西部の中核的都市として、産業、経済、文化など様

様な面で枢要な役割を担っていくことが期待されている。

（２）　尾西市の歴史

　尾西市の市名は古くからこの地方一帯を示す言葉で、毛織物のまちとして尾西

（尾張西部）地方が著名であったこと、また、市の中心的産業の飛躍を願ったことに

由来している。
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　尾西市の前身である起町は明治２９年に町制を施行し、明治３９年５月１０日に

従来の起町に小信中島、大徳（冨田、北今、東五城、西五城の四大字）、三條の隣村

を合併した。朝日村については明治３９年５月１０日町村合併により中島郡明地村、

玉野村、上祖父江村、祐賀村を廃し、これと中島郡大徳村の内、大字蓮池、西萩原

とが加わった。昭和３０年１月に起町と朝日村が合併し市制を施行、同年４月に今

伊勢町の一部を編入した。

　尾西市は毛織物のまちとして、永年にわたり蓄積された織物技術を基盤に発展し

てきた。最近では、社会経済の変化に対応し、付加価値を高めるための先進技術の

導入、伝統技術の継承、人材育成などが進められていた。また、近年開通した東海

北陸自動車道尾西ＩＣは、市の新たな発展、活性化に向けた起爆剤として期待され

ており、ゆとりある住環境と活力ある産業の調和のとれた地域としての発展を目指

していた。

（３）　木曽川町の歴史

　木曽川町の町名は町内にある当時の官設鉄道の駅名が木曽川駅であり、岐阜県と

の県境とに流れる全国的に著名な河川である木曽川に由来する。

　明治３９年５月１０日に黒田町（曽根を除く）、玉ノ井村、里小牧村が合併して木

曽川町の前身が誕生し、明治４３年２月１０日に町名を木曽川町と改めた。

　木曽川町も一宮市、尾西市同様、織物の町として発展してきた。また、近年では、

ＪＲ、名鉄の４つの鉄道駅や、国道２２号、東海北陸自動車道一宮木曽川ＩＣなど

の地域内外の交通利便性を生かし、時代の変化をとらえた新しい産業の発展や、豊

かな住環境づくりを目指していた。
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